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【
短
歌
】

■
見
覚
え
の
あ
る
人
な
れ
ど
名
を
忘
れ
相
槌
う
つ
も
う
ろ
た
え
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
蟻
坂
久
里
子

■
ゆ
き
あ
ひ
の
空
を
と
び
か
ふ
赤
ト
ン
ボ
寝
む
は
何
処
か
黄
昏
近
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
山
中
　
た
ね

【
俳
句
】

■
親
猫
の
子
の
餌
ね
だ
る
秋
の
木
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
　
倉
）
清
水
　
秀
子

■
瀬
音
冴
え
里
山
静
け
き
な
め
こ
狩
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

■
赤
蜻
蛉
風
の
光
の
影
落
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
坂
）
佐
藤
　
信
香

■
故
郷
の
岩
山
彩
る
七
か
ま
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
岡
市
）
佐
藤
　
政
代

■
清
盛
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
も
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
崎
市
）
並
木
三
千
夫

■
長
生
き
を
楽
し
む
今
日
の
虫
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
飯
野
　
道
ゑ

【
下
仁
田
町
河
鹿
句
会
広
報
俳
句
　
九
月
の
句
会
よ
り
】

■
庭
飾
る
秋
海
棠
の
紅
化
粧
　
　
　
　
　
　
秋
　
月
　

■
棚
田
よ
り
風
匂
い
く
る
稲
の
花
　
　
　
　
う
め
子

■
禅
の
寺
千
の
風
よ
ぶ
百
日
紅
　
　
　
　
　
善
　
子

■
晦
が
厄
日
と
な
る
か
稲
の
花
　
　
　
　
　
　
旭

■
わ
た
す
げ
や
白
き
帽
子
の
風
に
ゆ
れ
　
　
フ
　
サ

つ
ご
も
り

え
さ

あ
か  

と 

ん 

ぼ

た
そ 

が
れ

か
げ 

お
と

■
池
の
面
に
花
影
お
と
す
白
桔
梗
　
　
　
　
け
さ
を

■
乱
舞
せ
し
蜻
蛉
は
風
と
共
に
さ
る
　
　
　
け
い
子

■
無
縁
仏
肩
寄
せ
ら
れ
て
秋
も
行
く
　
　
　
才
　
子

■
彼
の
空
に
見
果
て
の
夢
や
夏
の
雲
　
　
　
俊
　
子

と
ん
ぼ

※
晦
…
「
月
ご
も
り
」の
転
。（
月
が
隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
頃
の
意
か
ら
）月
の
末
日
。み
そ
か
。

お詫びと訂正
�10月号「町の文芸」に誤りがありましたので訂正して、お詫び致します。
��（誤）草林俳句会下仁田支部五月句会　　　　　　　　（誤）水引きの花しごきゆく男坂　　　末灰
�（正）やまびこ句会下仁田支部八月句会　　　　　　　（正）水引きの花しごきゆく男坂　　　未灰
�
�（誤）飛入りに踵を蹴らる盆踊り　　淑子　　　　　　（誤）蜩を聞き露天風呂に癒されし　　勇宝
�（正）飛入りに踵を蹴らる盆踊り　　淑江　　　　　　（正）蜩を聞き露天湯に癒されし　　　勇宝

いや

いや

かかと け

かかと け
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民公 館だより
平成24年11月1日発行 344号

【下仁田町公民館】　q82-3535  FAX82-5489
▲どら焼き作り教室開催しました。

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

　
１１
月
１７
日（
土
）〜
１９
日（
月
）

に
第
３３
回
町
民
文
化
祭
作
品
展

示
会
が
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。こ
の
１
年
間
で
、文

化
協
会
会
員
の
み
な
さ
ん
及
び
一

般
個
人
の
方
々
が
制
作
し
た
、墨

画
や
写
真
・
手
芸
な
ど
の
様
々

な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
１７

日（
土
）・
１８
日（
日
）は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
、１９
日（
月
）

は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１８
日（
日
）に
は
、下
仁
田
茶

道
会
に
よ
る
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ

の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
素
敵

な
作
品
が
、み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

初
心
者
向
け

『
名
古
屋
帯
の
結
び
方
と

小
紋
（
普
段
着
）の
着
付
け

教
室
』 

開
催
！

　
全
５
回
の
教
室
で
、初
心
者

の
方
に
も
出
来
る
、名
古
屋
帯

の
結
び
方
と
小
紋（
普
段
着
）の

着
付
け
を
学
び
ま
す
。
全
５
回
、

繰
り
返
し
の
練
習
を
す
る
こ
と
で
、

綺
麗
に
着
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
着
物
に
興
味
の
あ
る

方
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日
程
　
１１
月
１２
、２６
日
、１２
月

３
、１０
、１７
日（
月
）

全
５
回
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

◆
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３

階
　
談
話
室
和
室

◆
対
象
　
成
人

◆
定
員
　
１５
名

◆
講
師
　
千
野
千
鶴
子
　
先

生（
下
仁
田
）

◆
費
用
　
ひ
も
等
を
先
生
か
ら

い
た
だ
く
場
合
は
、そ
の
代
金

◆
持
ち
物

〈
着
付
け
〉

①
着
物

②
襦
袢（
長
襦
袢
で
も
二
部
式

上
下
で
も
可
）半
襟
付

③
伊
達
締
め
２
本（
ゴ
ム
で
マ
ジ
ッ

ク
付
き
で
も
可
）

④
紐
３
本

⑤
襟
芯

〈
帯
結
び
〉

①
帯（
名
古
屋
帯
ま
た
は
袋
名

古
屋
帯
）

②
お
太
鼓
枕

③
ガ
ー
ゼ
の
帯
あ
げ

④
飾
り
帯
あ
げ

⑤
帯
じ
め

⑥
帯
板

⑦
ク
リ
ッ
プ
３
本（
洗
濯
ば
さ
み

で
も
可
）

⑧
仮
ひ
も
３
本（
す
べ
り
の
良
い

物
）

⑨
タ
オ
ル
３
本

※
無
い
物
は
前
も
っ
て
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
先
生
が
用
意
を
し
て

く
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田

町
公
民
館
　
q
８２-

３
５
３
５

◆
受
付
日
　
１１
月
１
日（
木
）　

午
前
８
時
３０
分
よ
り
受
付
開
始

　『
和
洋 

生
け
花
教
室
』

開
催
！

　
ク
リ
ス
マ
ス
用
と
お
正
月
用
に

向
け
て
、床
の
間
や
玄
関
、居
間

等
に
飾
る
生
け
花
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　
初
心
者
の
方
で
も
出
来
る
生

け
花
で
す
。ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
程

１２
月
１１
日（
火
）〈
ク
リ
ス
マ
ス
用
〉

１２
月
２７
日（
木
）〈
お
正
月
用
〉

全
２
回

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◆
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
大
会
議
室

◆
対
象
　
成
人

◆
定
員
　
２０
名

◆
講
師
　
中
屋
　
洋
子
　
先

生（
高
崎
市
）

◆
費
用

１２
月
１１
日
…
１
、５
０
０
円

１２
月
２７
日
…
２
、５
０
０
円

◆
持
ち
物
　
木
を
切
れ
る
は
さ

み（
花
器
は
先
生
が
用
意
す
る
の

で
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田

町
公
民
館
　
q
８２-

３
５
３
５

◆
受
付
日
　
１１
月
１９
日（
月
）午

前
８
時
３０
分
よ
り
受
付
開
始

成
人
講
座
講
師
募
集
！

　
文
化
の
創
造
の
た
め
に
手
助

け
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し

て
い
ま
す
。お
料
理
や
手
芸
な
ど

教
え
ら
れ
る
方
、地
域
に
普
及
さ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
向
け
の
講
座
の
先
生

も
併
せ
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
立
図
書
入
れ
替
え
の
お

知
ら
せ

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
、１１
月
１６
日（
金
）に
な
り
ま

す
。


